
- 1 -

法務省予算監視・効率化チーム第１０回定例会合議事概要

日 時 平成２４年６月２２日（金）午前１０時～同１２時

場 所 法務省第一会議室（２０階）

出席者 法務省予算監視・効率化チームのリーダー（副大臣 ，事務局長（官房長 ，） ）

メンバー及びアドバイザー

議 事 ①法務省行政事業レビュー（公開プロセス）の結果報告

②予算執行上の重要な決定等についての事前審査及び事後報告

・重要な調達（１０件）

・施設整備（１件）

（案件は，別紙のとおり）

③第４・四半期の支出計画の進捗状況及び平成２３年度支出計画の総括

④平成２３年度の取組全体の自己評価

， 。 ，概 要 議事については 全て承認を得た アドバイザーからの主な質問・意見等は

以下のとおりである。

【アドバイザーからの主な意見等】

（予算執行上の重要な決定等についての事前審査及び事後報告）

○ （登記簿等の公開に関する事務（乙号事務）に係る業務委託に関し）約１，０００

人の事務員の削減となっているとのことであるが，全体的なコスト削減になっている

のか。

概算所要額は，適正な見積り価格になっているのか。

様々な業者が存在するので，総合評価の中で，自分の目でしっかりと業者を評価す

ることも必要ではないか。

金額の妥当性を見るときに，業務委託の対象となった件数のデータがないと判断し

にくい。例えば，過去３年間の委託業務の対象となる作業の件数は，どういう推移に

なっているのか。

○ （登記・供託オンライン申請システム及び登記ゲートウェイシステムの運用及び保

守業務に関し）一般的に，このシステムを構築した会社が運用・保守もやることにな

。 ，ってしまうのではないか 一般競争入札で総合評価でこういう調達をかけたとしても

競争にはならないのではないか。

登記・供託オンラインシステムの申請処理件数は，過去どういう推移になっている

のか。

○ （登記・供託オンライン申請システムの操作サポートデスク運用業務に関し）問い
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， ， ，合わせの件数が多いとか 内容が多様化しているとか 説明が困難とのことであるが

法務省の職員では対応できないのか。

利用者側の質問はある程度パターンが決まっているので，カテゴライズして効率的

に運用できるはずである。

○ （戸籍副本データ管理システムセンター機器の調達に関し）概算所要額の妥当性を

判断するに当たり，平成２４年度の契約見込み額との比較がしづらいので，記載方法

を工夫されたい（戸籍副本データ管理システム市区町村専用装置機器の調達に関して

も同様 。。）

○ （取調べの録音・録画システムの調達に関し）１セット当たりの金額がかなり高く

感じる。全て技術的な対策をするのではなく，８割くらいは技術的な対策，あとの２

割くらいは内部統制という考え方で機器のコストを下げる工夫があってもよかったの

ではないか。

諸外国の機器のミキシング等の機能についての資料はあるのか。

○ （刑事施設におけるＧＰＳ位置監視装置の整備に関し）このＧＰＳの装着装置を製

造できる会社は何社ぐらいあるのか。

特殊な装置であり，一般競争入札は成り立つのか。

このような装置は，アメリカなどでは既に使われていると思うが，コスト的にはど

のくらいか。

○ （指紋照合システムのリプレイスに関し）顔写真照合は別の調達にして，今回は指

紋照合に特化すればいいのではないか。あるいは，高性能なサーバを２つ入れるので

はなく，その半分の性能のものを指紋用に入れて，顔写真用のものは別途導入すると

いうことにすればいいのではないか。

この指紋照合システムについては，ハードウェアとソフトウェアのチューニングが

必要な部分があって，ソフトウエアを提供する会社とハードウエアを提供する会社が

別々に調達するなどということはあり得ない。これでは競争入札にならないのではな

いか。

○ （施設整備に関し）本件単位当たりコストの妥当性を判断するに当たり，最近建設

された施設の単位当たりのコストは，どのくらいであったのか。

（第４・四半期の支出計画の進捗状況及び平成２３年度支出計画の総括）

○ 旅費・庁費の執行実績は，５％や１０％削減されているが，補助金については，１

００％になっている。補助金自体は前年度に比較して減っているのか。

（平成２３年度の取組全体の自己評価）

○ （職員からの意見・提案の募集等，国民の声の受付に関し）皆さんが気付いたこと
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を持ち寄って改善するということが一番大切ではないかと思うが，職員からの意見・

提案及び国民の声とも案件が減っている。これら意見については真摯に対応し，必要

であれば法律を変えるとか，他省庁との調整もしながら努力していただきたい。

○ 法務省では，内部通報が来たらどのような仕組みでそれに対処するようになってい

るのか。
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別 紙

重要な調達等に関する事前審査及び事後報告

（重要な調達）

・登記簿等の公開に関する事務（乙号事務）に係る業務委託

・登記・供託オンライン申請システム及び登記ゲートウェイシステムの運用及び保守

業務

・登記・供託オンライン申請システムの操作サポートデスク運用業務

・戸籍副本データ管理システムセンター機器の調達

・戸籍副本データ管理システム市区町村専用装置機器の調達

・取調べの録音・録画システムの調達

・検察総合情報管理システムに係る犯歴機能機器等の更新

・検察総合情報管理システム用クライアントパソコンの更新

・刑事施設におけるＧＰＳ位置監視装置の整備

・指紋照合システムのリプレイス

（施設整備）

・福岡第一法務総合庁舎新営工事


